家庭礼拝　2011年5月25日　コリント第Ⅰ　15章
　賛美歌172　ハレルヤ、うたえ　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌353　父子聖霊の
起

きょうの聖書の箇所は、パウロ書簡の神髄とも言えるところです。小見出しにもあるように、キリストの復活、死者の復活、復活の体、となっています。旧約聖書の教えと、新約聖書の教えで、もっとも大きな違いのひとつは、死後の世界に希望を持つかどうかということです。ほとんどの宗教と言うのは、死の恐れからの救済のために、死後の世界を表し、その救済方法も表しています。それが一般的には天国であり、地獄となっています。天国では、死んだ後は平安で喜びに満ちています。一方、地獄では永劫の苦しみの中に生き続けなければなりません。その天国に行く道を教えるのが宗教と言ってもいいかと思います。ですが、ここで改めて、旧約聖書の死後の世界を見ると、そこには、なんらの救済も無いのです。実に不思議な宗教です。神は生きているものの神であり、死んでしまったものは黄泉の憂鬱な世界で、神を賛美することも無く、喜びも希望も無く過ごす場所として、描かれています。よくこのような神を、イスラエルの民族は投げ捨てることなく信じ従ったものだと思います。特にサドカイ派は徹頭徹尾、死後の生というものを否定しました。このようにユダヤ思想の中には、魂と体の復活を完全に否定する考え方も有ったのです。
ですが、ここにイエスキリストは福音を伝えたのです。それは、「あなたたちは、神を信じれば、死んだ後も神の国で生きることができる。」と言うものです。これが福音なのです。イエスキリストの宣教活動の第一声が「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい。」と言うことでした。それは、まさに、死後の世界に希望を持つことだったのです。

ではどうして、私たちが、死んでからも神の国に生きることができるのか。そんな証拠はいったいあるのか。と言う、問いかけに答えるのがこの15章であり、復活の問題なのです。つまり、キリスト教は復活の問題を通らずして、死後の世界に生きることはできないのです。それは復活なくして天国には生きられないということです。

私たちは、福音と言うと何をイメージしているでしょうか。福音すなわち良き知らせですが、それはイエス様がお生まれになったと言うことでしょうか、イエス様がすばらしい救いの御言葉を述べたことでしょうか。神の国が近づいたといわれたことでしょうか。意外と福音ということが何を指しているのか、あいまいなところがあります。

ですが、パウロの福音とは何か、に対する答えは非常に明確です。１節で、パウロはこういいました。

１コリ 15:1　兄弟たち、わたしがあなたがたに告げ知らせた福音を、ここでもう一度知らせます。これは、あなたがたが受け入れ、生活のよりどころとしている福音にほかなりません。
パウロは、福音とは何なのかをもう一度知らせましょうと言っています。ですからこのパウロの言葉をしっかりと受け止めれば、福音とは何なのかがわかるのです。3節から8節です。
１コリ 15:3　最も大切なこととしてわたしがあなたがたに伝えたのは、わたしも受けたものです。すなわち、キリストが、聖書に書いてあるとおりわたしたちの罪のために死んだこと、

１コリ 15:4　葬られたこと、また、聖書に書いてあるとおり三日目に復活したこと、

１コリ 15:5　ケファに現れ、その後十二人に現れたことです。

１コリ 15:6　次いで、五百人以上もの兄弟たちに同時に現れました。そのうちの何人かは既に眠りについたにしろ、大部分は今なお生き残っています。

１コリ 15:7　次いで、ヤコブに現れ、その後すべての使徒に現れ、

１コリ 15:8　そして最後に、月足らずで生まれたようなわたしにも現れました。
パウロにとって、福音とはイエス様が死んで三日目に復活し自分たちの目の前に現れたと言うことなのです。これが事実だと言うことなのです。その現れ方は、最初ペトロに現れ、12人に現れ、500人以上もの兄弟たち、すなわち信徒達にも現れ、その後ヤコブにも現れた、と言います。このヤコブはイエスの兄弟ヤコブです。イエスの兄弟ヤコブが、エルサレムの中心的な信徒となったのはこの時からなのでしょうか。イエスが生きているときはイエスの活動に反対し、家に連れ戻そうとしていたはずです。そしてヤコブに現れた後、すべての使徒に現れ、最後に、私にも現れましたと言っています。パウロの信仰には、生前のイエスキリストを伝えようとする思いは余りありません。生前にイエスを知ることもなく、聖書もなかったからかもしれません。ですが、復活のイエスキリストについては、何度も何度も繰り返し述べ伝えています。パウロの信仰は、復活のイエスキリストの土台の上に立っているのです。その、復活されたイエスキリストとの出会いがよほど強烈だったに違いありません。
承

イエスキリストの復活がどうしてそんなに大切なのでしょうか。キリスト教は信じられても、復活は信じられないと言う信徒はたくさんいます。復活がわからなくても、キリスト教の教えはわかると思っている人もたくさんいます。でも、パウロは福音とはイエスキリストの復活であるといっています。それならば、この復活を知ることなくクリスチャンだといっているのは矛盾したことになります。このようなことはコリントの教会にも起こりました。常識的に考えれば、やむをえない話です。12節と13節では、

１コリ 15:12　キリストは死者の中から復活した、と宣べ伝えられているのに、あなたがたの中のある者が、死者の復活などない、と言っているのはどういうわけですか。

１コリ 15:13　死者の復活がなければ、キリストも復活しなかったはずです。
このコリントの人々が言っている死者の復活などはない、という言葉には注意が必要です。これを理解するにはコリントの人々の背景を知ることが必要です。コリントの人々の中にはユダヤ人だけではなくギリシャ人やギリシャ人に近い考え方をするものが多くいました。ギリシャ人はユダヤ人とは違って、むしろ死後の霊魂の存在は信じていたのです。むしろこの肉体という牢獄に縛られている霊魂が死後は解き放たれるという考えがあったのです。コリントの人々が死者の復活はないといっているとき、それは霊魂ではなく、まさに今のこの肉体の復活なのです。そんなものはありえないし、あるギリシャ人が言っているように、死んだ後、腐って、蛆虫が沸いているような肉体など復活してほしくないと思っているのです。注意しなければならないのは、コリント人が復活はないと言ったとき、イエスキリストの復活を否定したのではなく、ただ、からだの蘇りを否定したのです。
　そしてパウロの言っている死者の復活という言葉も注意が必要なのです。パウロもまた、今のこの体が復活するとは言っていないのです。死んで復活した体は、違ったものとして復活すると言っているのです。それは、まかれた種が、死んで復活して芽を出すようなものだといっているのです。すなわちこの復活は霊の体で復活するということなのです。ですから、ここでのパウロとコリントの人々の復活の議論は実はすれ違っているのです。どのような体で復活するかは、この後パウロはもう一度、復活の体の小見出しのところで詳しく説明していますが、先にこの箇所の一部を読んで見ましょう。42節から44節です。
１コリ 15:42　死者の復活もこれと同じです。蒔かれるときは朽ちるものでも、朽ちないものに復活し、

１コリ 15:43　蒔かれるときは卑しいものでも、輝かしいものに復活し、蒔かれるときには弱いものでも、力強いものに復活するのです。

１コリ 15:44　つまり、自然の命の体が蒔かれて、霊の体が復活するのです。自然の命の体があるのですから、霊の体もあるわけです。

パウロの言っている復活というのは、霊の体による復活なのです。自然の命の体の復活ではないのです。これを読み間違えると、ひどくおかしなことになってしまうのです。コリントの人々はこれを読み間違えたのかもしれません。そして話のすれ違いが起こったのです。
転

ですが、パウロはもしも復活ということがなかったら、どういうことになるのかを熱心に説明しています。それほど復活が有るか無いかと言うことは大切なことだったのです。12節と13節では
１コリ 15:12　キリストは死者の中から復活した、と宣べ伝えられているのに、あなたがたの中のある者が、死者の復活などない、と言っているのはどういうわけですか。

１コリ 15:13　死者の復活がなければ、キリストも復活しなかったはずです。
といっています。多くの目撃証言があるのに、どうしてあなた方はそれを信じられないのですかといっているわけです。パウロにとって真実とは、説明を必要としない、明白な事実のみだったのだと思います。その大勢の人が証言している明白な事実を信じないのはどういうわけなのですかといぶかっています。パウロ自身が3節で言っているように、
１コリ 15:3　最も大切なこととしてわたしがあなたがたに伝えたのは、わたしも受けたものです
といって、その明白な事実は、聞いて知らされて、信じていくものだったのです。そしてそれをまた、別の人に伝えていくものなのです。そして、13節で、死者の復活がなければ、キリストも復活しなかったはずです。と言って、もし復活がなければキリスト教の根底が崩れてしまうことを言っています。この13節と同じ言葉が16節でも繰り返し出てきます。いかに重要であると考えていたかです。そしてこの言葉の後には14節15節ですが、
１コリ 15:14　そして、キリストが復活しなかったのなら、わたしたちの宣教は無駄であるし、あなたがたの信仰も無駄です。

１コリ 15:15　更に、わたしたちは神の偽証人とさえ見なされます。なぜなら、もし、本当に死者が復活しないなら、復活しなかったはずのキリストを神が復活させたと言って、神に反して証しをしたことになるからです。

と言って、もし復活がなかったなら、その宣教も信仰もすっかり無意味になることを言っています。そればかりではなく、神に対しても嘘をついていることになってしまうのです、と言っているわけです。同じようなことを、16節の言葉の後でも言っております。それは17節からですが、
１コリ 15:17　そして、キリストが復活しなかったのなら、あなたがたの信仰はむなしく、あなたがたは今もなお罪の中にあることになります。

１コリ 15:18　そうだとすると、キリストを信じて眠りについた人々も滅んでしまったわけです。

１コリ 15:19　この世の生活でキリストに望みをかけているだけだとすれば、わたしたちはすべての人の中で最も惨めな者です。
と言っています。復活がなかったのならいかに虚しい、惨めなものになってしまうのかを言っているのです。ですが、パウロは確信をもってこういうのです。20節です。
１コリ 15:20　しかし、実際、キリストは死者の中から復活し、眠りについた人たちの初穂となられました。

イエスキリストが死者の中から復活したというが大切なのは、愛するイエス様が蘇られたからうれしい、という話ではなくて、初穂として復活したことが大切なのです。すなわち、イエス様が初穂として蘇られたならば、その後は続々と、同じように復活することができるのです。それはまず、すでに眠りに着いた人達から蘇ったのです。私たちもまた、イエスキリストの復活に続いて、復活するのです。そして復活するものは、霊だけではなく、復活の体を持って復活するのです。これはどういう意味を持つかというと、私という人間が、死んで復活すると、やはり私という人間で復活するということなのです。ですがその体は新しくされた体であり、復活の体なのです。すなわち朽ちない体となって、神の国に生きることができるのです。これが復活の出来事であり、イエスキリストの復活が指し示す出来事なのです。ですから、復活が大切なのは、イエスキリストが復活すれば、私たちも復活し、神の国に生きる希望を持つことができる、という福音があるからなのです。これが福音なのです、イエス様が宣言した、神の国が近づいたという福音と、パウロのイエスキリストは復活したという福音はここでひとつになるのです。そして私たちは、死んだ後、黄泉に捨て置かれるのではなく、復活の体を持って、神の国に生きるのです。イエス様以前に、すでに死んでしまった人々も同様に復活するのです。それが黄泉に下ったイエス様のなさったことです。
結

キリスト教は、イエスキリストの復活によって、死後の世界にも希望を持つことができるようになりました。キリスト教は、イエスの教えた、高い倫理感の御言葉だけを信奉するものではないのです。むしろこの世での生をいかに生きるかではなく、死後の生にいかに希望を持って生きるかなのです。その道筋をイエス様がつけてくれたことを喜ぶ宗教なのです。終末の時を、人類の終わりの暗い時と捕らえてはいけません。それは、黄泉の国が破壊され、天国への門が大きく開かれる時なのです。そして、イエス様自身が、終末のときに、私たちのところまでお迎えにやってきて、天国の門へと連れて行ってくれることなのです。ですから終末のときは喜びのとき、復活のとき、天にある生活の始まりのときなのです。コリント13章で言われた、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。といわれたその希望とは復活の希望であり、神の国に入る希望なのです。
 (一分間の祈り)
(祈り)

天の父なる神様。あなたは御子イエスキリストを遣わして、天国の門の扉を開いてくださいました。まず最初に、イエス様が復活されてそこを通られました。そして私たちもまた、信仰と、希望と、愛を持ってイエス様に続いていくものです。復活と言う非日常的なことが、なかなか理解されず、自分とは関係のないような気持ちで毎日を生活しています。ですが、人間にとって、死こそ一番の関心事です。その死後の世界が、暗く曖昧模糊としたものでしたら、私たちの今の生活にも平安はなくなります。ですが、イエス様はその道筋をしっかりとつけてくださいました。私たちは安心してその道を歩むことができます。私たちは、たとえ死んでも、復活の体を持ち、復活の自分を持ち、朽ちることなく、永遠の命を生きることに希望を与えられました。主よ、どうかこのことを信仰を持って信じていくことができますように。
　　神様、あなたを求める人々の上に、どうか確かな信仰をおあたえください。復活の信仰に迷いのある人々に確信をおあたえください。教会が、天国の門となる使命を十分に果たすことができますように。この世のことで、おろそかになることがありませんように。この世で、多くの悩み苦しみ、そして悲しみを持つ人々にあなたの慰めと希望とをおあたえください。あなたとともにあって、喜びに生きることができますように。
この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

◆キリストの復活

１コリ 15:1　兄弟たち、わたしがあなたがたに告げ知らせた福音を、ここでもう一度知らせます。これは、あなたがたが受け入れ、生活のよりどころとしている福音にほかなりません。

１コリ 15:2　どんな言葉でわたしが福音を告げ知らせたか、しっかり覚えていれば、あなたがたはこの福音によって救われます。さもないと、あなたがたが信じたこと自体が、無駄になってしまうでしょう。

１コリ 15:3　最も大切なこととしてわたしがあなたがたに伝えたのは、わたしも受けたものです。すなわち、キリストが、聖書に書いてあるとおりわたしたちの罪のために死んだこと、

１コリ 15:4　葬られたこと、また、聖書に書いてあるとおり三日目に復活したこと、

１コリ 15:5　ケファに現れ、その後十二人に現れたことです。

１コリ 15:6　次いで、五百人以上もの兄弟たちに同時に現れました。そのうちの何人かは既に眠りについたにしろ、大部分は今なお生き残っています。

１コリ 15:7　次いで、ヤコブに現れ、その後すべての使徒に現れ、

１コリ 15:8　そして最後に、月足らずで生まれたようなわたしにも現れました。
１コリ 15:9　わたしは、神の教会を迫害したのですから、使徒たちの中でもいちばん小さな者であり、使徒と呼ばれる値打ちのない者です。

１コリ 15:10　神の恵みによって今日のわたしがあるのです。そして、わたしに与えられた神の恵みは無駄にならず、わたしは他のすべての使徒よりずっと多く働きました。しかし、働いたのは、実はわたしではなく、わたしと共にある神の恵みなのです。

１コリ 15:11　とにかく、わたしにしても彼らにしても、このように宣べ伝えているのですし、あなたがたはこのように信じたのでした。

◆死者の復活

１コリ 15:12　キリストは死者の中から復活した、と宣べ伝えられているのに、あなたがたの中のある者が、死者の復活などない、と言っているのはどういうわけですか。

１コリ 15:13　死者の復活がなければ、キリストも復活しなかったはずです。

１コリ 15:14　そして、キリストが復活しなかったのなら、わたしたちの宣教は無駄であるし、あなたがたの信仰も無駄です。

１コリ 15:15　更に、わたしたちは神の偽証人とさえ見なされます。なぜなら、もし、本当に死者が復活しないなら、復活しなかったはずのキリストを神が復活させたと言って、神に反して証しをしたことになるからです。

１コリ 15:16　死者が復活しないのなら、キリストも復活しなかったはずです。

１コリ 15:17　そして、キリストが復活しなかったのなら、あなたがたの信仰はむなしく、あなたがたは今もなお罪の中にあることになります。

１コリ 15:18　そうだとすると、キリストを信じて眠りについた人々も滅んでしまったわけです。

１コリ 15:19　この世の生活でキリストに望みをかけているだけだとすれば、わたしたちはすべての人の中で最も惨めな者です。

１コリ 15:20　しかし、実際、キリストは死者の中から復活し、眠りについた人たちの初穂となられました。

１コリ 15:21　死が一人の人によって来たのだから、死者の復活も一人の人によって来るのです。

１コリ 15:22　つまり、アダムによってすべての人が死ぬことになったように、キリストによってすべての人が生かされることになるのです。

１コリ 15:23　ただ、一人一人にそれぞれ順序があります。最初にキリスト、次いで、キリストが来られるときに、キリストに属している人たち、

１コリ 15:24　次いで、世の終わりが来ます。そのとき、キリストはすべての支配、すべての権威や勢力を滅ぼし、父である神に国を引き渡されます。

１コリ 15:25　キリストはすべての敵を御自分の足の下に置くまで、国を支配されることになっているからです。

１コリ 15:26　最後の敵として、死が滅ぼされます。

１コリ 15:27　「神は、すべてをその足の下に服従させた」からです。すべてが服従させられたと言われるとき、すべてをキリストに服従させた方自身が、それに含まれていないことは、明らかです。

１コリ 15:28　すべてが御子に服従するとき、御子自身も、すべてを御自分に服従させてくださった方に服従されます。神がすべてにおいてすべてとなられるためです。

１コリ 15:29　そうでなければ、死者のために洗礼を受ける人たちは、何をしようとするのか。死者が決して復活しないのなら、なぜ死者のために洗礼など受けるのですか。

１コリ 15:30　また、なぜわたしたちはいつも危険を冒しているのですか。

１コリ 15:31　兄弟たち、わたしたちの主キリスト・イエスに結ばれてわたしが持つ、あなたがたに対する誇りにかけて言えば、わたしは日々死んでいます。

１コリ 15:32　単に人間的な動機からエフェソで野獣と闘ったとしたら、わたしに何の得があったでしょう。もし、死者が復活しないとしたら、／「食べたり飲んだりしようではないか。どうせ明日は死ぬ身ではないか」ということになります。

１コリ 15:33　思い違いをしてはいけない。「悪いつきあいは、良い習慣を台なしにする」のです。

１コリ 15:34　正気になって身を正しなさい。罪を犯してはならない。神について何も知らない人がいるからです。わたしがこう言うのは、あなたがたを恥じ入らせるためです。

◆復活の体

１コリ 15:35　しかし、死者はどんなふうに復活するのか、どんな体で来るのか、と聞く者がいるかもしれません。

１コリ 15:36　愚かな人だ。あなたが蒔くものは、死ななければ命を得ないではありませんか。

１コリ 15:37　あなたが蒔くものは、後でできる体ではなく、麦であれ他の穀物であれ、ただの種粒です。

１コリ 15:38　神は、御心のままに、それに体を与え、一つ一つの種にそれぞれ体をお与えになります。

１コリ 15:39　どの肉も同じ肉だというわけではなく、人間の肉、獣の肉、鳥の肉、魚の肉と、それぞれ違います。

１コリ 15:40　また、天上の体と地上の体があります。しかし、天上の体の輝きと地上の体の輝きとは異なっています。

１コリ 15:41　太陽の輝き、月の輝き、星の輝きがあって、それぞれ違いますし、星と星との間の輝きにも違いがあります。

１コリ 15:42　死者の復活もこれと同じです。蒔かれるときは朽ちるものでも、朽ちないものに復活し、

１コリ 15:43　蒔かれるときは卑しいものでも、輝かしいものに復活し、蒔かれるときには弱いものでも、力強いものに復活するのです。

１コリ 15:44　つまり、自然の命の体が蒔かれて、霊の体が復活するのです。自然の命の体があるのですから、霊の体もあるわけです。

１コリ 15:45　「最初の人アダムは命のある生き物となった」と書いてありますが、最後のアダムは命を与える霊となったのです。

１コリ 15:46　最初に霊の体があったのではありません。自然の命の体があり、次いで霊の体があるのです。
１コリ 15:47　最初の人は土ででき、地に属する者であり、第二の人は天に属する者です。

１コリ 15:48　土からできた者たちはすべて、土からできたその人に等しく、天に属する者たちはすべて、天に属するその人に等しいのです。

１コリ 15:49　わたしたちは、土からできたその人の似姿となっているように、天に属するその人の似姿にもなるのです。
１コリ 15:50　兄弟たち、わたしはこう言いたいのです。肉と血は神の国を受け継ぐことはできず、朽ちるものが朽ちないものを受け継ぐことはできません。

１コリ 15:51　わたしはあなたがたに神秘を告げます。わたしたちは皆、眠りにつくわけではありません。わたしたちは皆、今とは異なる状態に変えられます。

１コリ 15:52　最後のラッパが鳴るとともに、たちまち、一瞬のうちにです。ラッパが鳴ると、死者は復活して朽ちない者とされ、わたしたちは変えられます。

１コリ 15:53　この朽ちるべきものが朽ちないものを着、この死ぬべきものが死なないものを必ず着ることになります。
１コリ 15:54　この朽ちるべきものが朽ちないものを着、この死ぬべきものが死なないものを着るとき、次のように書かれている言葉が実現するのです。「死は勝利にのみ込まれた。

１コリ 15:55　死よ、お前の勝利はどこにあるのか。死よ、お前のとげはどこにあるのか。」

１コリ 15:56　死のとげは罪であり、罪の力は律法です。

１コリ 15:57　わたしたちの主イエス・キリストによってわたしたちに勝利を賜る神に、感謝しよう。

１コリ 15:58　わたしの愛する兄弟たち、こういうわけですから、動かされないようにしっかり立ち、主の業に常に励みなさい。主に結ばれているならば自分たちの苦労が決して無駄にならないことを、あなたがたは知っているはずです。
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